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３． 部分断熱・耐震改修に関する本調査のまとめ 

3-1 既存住宅における性能向上のための手法比較 

各事業者へのヒアリングと事例シートの作成を通して把握した、既存住宅の改修時における「断熱改修」と「耐

震改修」の特徴をまとめる。ここでは、まず既存住宅の性能向上を図るための選択肢となる建て替え、フルスケ

ルトン改修、部分断熱耐震改修の3 パターンについて、コスト面、工期、居住継続性、要望対応性、技術的課題

などの観点から比較検討した。 

 

建て替え／フルスケルトン改修／部分改修の比較 

 各事業者へのヒアリングと文献調査から、３パターンにおける特徴を整理した。 

 （1）建て替え （2）フルスケルトン改修 （3）部分断熱耐震改修 

コスト 高額 やや高額 比較的安価 

工期 長期間 中期間 短期間 

工事期間の施主の 

居住環境 
仮住まい 仮住まい 居ながら改修も可能 

施主の要望への対応性 非常に高い 構造の制約あり 
既存建物状況による 

制約あり 

断熱性能 最新基準 最新基準 
施主の要望に応えるため

の工夫が必要 

耐震性能 最新基準 
躯体の状況により 

最新基準に適合可能 

建物全体の性能は向上で

きないが、最低限のエリア

耐震は可能 

求められる 

施工会社の技術力 
一般的 

高度な技術力 

（既存躯体の処理が必要） 

高度な技術力 

（改修範囲や性能水準と、

コストバランスなど） 

 

3-2 部分断熱・耐震改修を同時に行う場合の特徴とパターン 

部分断熱改修と部分耐震改修を同時に行う際、適切な計画・施工ができれば性能向上の相乗効果が期待さ

れる。しかし、その実現には高い専門性と技術力を持つ設計者・施工者の関与が不可欠である。各既存住宅の

状況に応じたオーダーメイドの改修プランを提案し、長期的な視点での良好な居住環境づくりを支援していくこ

とが、専門家である工務店・設計事務所の役割と考える。 

 

（1） 部分断熱・耐震改修を同時に行う場合の特徴と留意点 

部分断熱改修の場合は、住宅内の一部の空間を改修することから、改修空間と非改修空間において、温

湿度や断熱・気密性能に差が生じる場合がある。そのため、これらの差が生じることを前提として、適切に

改修範囲や断熱性能の水準を検討するとともに、改修内容と施主の暮らし方等が合致しているか等、改修

工事を適切に実施するための最終確認を行う必要がある。 

耐震改修においても、耐震壁の設置のバランスや構造用金物の有無等、改修しない部分の耐震状況の

分析等も必要となってくる。実際には、現場にて解体しながら対応可能な範囲での改修方針を立てることも

あるが、可能な範囲で改修前に検討しておくことが望ましい。 
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最終確認の結果、必要な工事が増え、工事費用が増額となる可能性がある。可能であれば、初期の予算

設定の際に余裕のある予算としておく必要があるが、限られた予算の中では施主の要望に 100％応える

ことは困難であるので、断熱性能・耐震性能の優先順位付けや、費用対効果の高い工法の選択が重要と

なってくる。 

 

手順 概要 

  

相談 
施主の要望を聴取した上で、部分断熱改修のメリット等を説明し、改修工事の実施を提

案する。 

▼  

現況調査 

断熱改修  耐震改修 

居室ごとの使用頻度や温度環境の現況

を調査する。 

断熱仕様・性能の現況、劣化事象の有無

を調査する。 

 基礎・土台・耐震壁・屋根天井等の現況、

劣化事象の有無を調査する。 

▼   
 

改修方針の決定 
調査を踏まえ、熱的境界や改修範囲、断

熱性能水準等の改修方針を決定する。 

 調査を踏まえ、改修範囲、耐震性能水準

等の改修方針を決定する。 

▼    

工事内容の決定 工事期間、金額、居ながら改修の要否等を決定する。必要に応じて図面を作成する。 

▼  

解体時調査と 

工事内容見直し 

解体を伴う改修部位について、現況調査時に想定していなかった仕様や、劣化事象等の

有無を確認し、必要に応じて工事内容を見直す。 

▼  

施工 改修工事を実施する。 

 

 

 

（２） 改修事例にみる部分断熱・耐震改修を同時に行う場合の内容と範囲 

＜部分改修のきっかけと改修範囲のパターン例＞ 

○ ヒートショックを予防したい 

→ ヒートショックの原因になる浴室と脱衣所の温度差解消を目的とした限定改修 （ワンポイント改修） 

○ 安全な空間を最低限に確保するための改修（ワンポイント改修） 

→ 就寝や日常利用が長い空間にて、もとから壁が多い１室を補強する（ワンポイント改修）  

○ 日常的に長く過ごす居室と生活必需エリアを対象にヒートショックを予防したい 

→ 浴室・洗面所などの水廻り、廊下等の動線 （必要エリア改修） 

○ 快適な温熱環境を実現したい（光熱費の削減も含め）  

→ リビングや寝室などの日常的に長く過ごす居室 （必要エリア改修、日常エリア一体改修） 

○ 安全に過ごせる（バリアフリー化）したい 

→ 生活範囲を限定化することを見据えた１階のみを全体的に改修（日常エリア一体改修）  

：部分改修実施時に特に重要となる項目 

同時に行う 

同時に行う 

参考資料：「部分断熱改修の進め方と効果～実証事業で得られた知見～」部分断熱等改修実証委員会、一般社団法人

日本サステナブル建築協会をもとに作成 
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 改修範囲 特徴・留意点・該当事例 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
改
修 

１
部
屋 

（
浴
室
廻
り
の
み
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きっかけ 浴室・脱衣室が寒い 

工事内容 
浴室を UB にして浴室周囲と脱衣室を断熱改修 

・基礎：内張断熱  ・壁：充填断熱  ・下屋の屋根面：内張断熱 

主な効果 ヒートショックを緩和できる 

断熱の特徴 

・留意点 

居室と温度差が生じるので住まい方の工夫必要 

居室からの移動時に衣類による保温 

耐震の特徴 

・留意点 

利用時間が短いこともあり、改修効果は小さい 

将来、改修を想定する室で補強を行っておく等 

該当事例  ― 

１
部
屋 

（
居
室
の
み
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きっかけ 寝室を 1 階にしたい・安全な１室が欲しい 

工事内容 
和室を寝室（洋室）に変更 

・床：畳を断熱材＋フローリングに変更  ・壁：充填断熱 

主な効果 就寝時の温熱環境が改善される(冬期室温確保等) 

断熱の特徴 

・留意点 

就寝室とその他で温度差が生じるので、住まい方には工夫が

必要 

耐震の特徴 

・留意点 

相対的に壁が少ない空間で壁の耐震補強ができれば一定の

効果が期待できる(シェルター化) 

該当事例  ― 

必
要
エ
リ
ア
改
修 

集
約
し
た
エ
リ
ア 

（
水
廻
り
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きっかけ 水廻りの劣化（設備機器の交換等を含む） 

工事内容 
水廻りを改修 

・床・壁：内装を撤去して充填断熱 ・下屋の屋根面：内張断熱 

主な効果 衣類を脱ぐ室はカバーでき、ヒートショックをさらに軽減 

断熱の特徴 

・留意点 

空間の温度差は残るので、住まい方の工夫は必要 

適切な衣類、暖房で寒さを感じないようにする 

耐震の特徴 

・留意点 

比較的壁配置の多い位置での補強になるので、バランスを崩

さない工夫が必要 

該当事例 事例 4、事例 11 

分
散
し
た
エ
リ
ア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きっかけ 水廻りと和室を更新したい 

工事内容 
水廻り改修+和室を洋室に変更 

・床：畳を断熱材＋フローリングに変更 ・水廻り断熱 

主な効果 住まい方に合わせて、必要な部分のみ温熱環境を改善できる 

断熱の特徴 

・留意点 

廊下などの非改修部分との温度差が生じるので、住まい方に

工夫が必要 

耐震の特徴 

・留意点 

うまく改修室を選択できれば、ほぼ 1 階全体の耐震性を改善

できる 

該当事例 事例 6 

日
常
エ
リ
ア
一
体
改
修 

集
約
し
た
エ
リ
ア 

（
水
廻
り
＋
居
室
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きっかけ 生活空間を限定してでも、日常生活空間全体を改修したい 

工事内容 
就寝室を含めた日常空間を一体的に改修 

・和室＋LDK：充填断熱 ・水廻り：充填断熱 ・下屋断熱 

主な効果 日常生活範囲をコンパクトにし、ローコストで環境改善が可能 

断熱の特徴 

・留意点 

改修範囲内で日常生活が完結するので、ヒートショックはほぼ

生じない 

耐震の特徴 

・留意点 

ある程度の範囲を改修対象とすることになるので、1 階全体

の耐震性を改善できる 

該当事例 事例 3、事例 9 

１
フ
ロ
ア 

（
１
階
の
み
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きっかけ 家族構成の変化などにより、生活が１階のみに変わってきた 

工事内容 
１階を全面改修 

・床：外側から基礎断熱 ・外壁：既存外壁の上から外張り断熱 

主な効果 日常生活範囲全体の温熱環境を改善できる 

断熱の特徴 

・留意点 

改修範囲で日常生活が完結し、ヒートショックは生じにくいが

階段室から暖気が逃げないよう建具等による工夫が必要 

耐震の特徴 

・留意点 

1 階全体の耐震性を改善できるが、2 階が 1 階に比べて極端

に小さい場合は 2 階の補強又は減築も検討 

該当事例 事例 1、事例 2、事例 5、事例 7、事例 8、事例 10 

和室 リビング 
ダイニング 

キッチン 

洋室 

玄関 

：改修範囲 

和室 リビング 
ダイニング 

キッチン 

洋室 

玄関 

和室 リビング 
ダイニング 

キッチン 

洋室 

玄関 

和室 リビング 
ダイニング 

キッチン 

洋室 

玄関 

和室 リビング 
ダイニング 

キッチン 

洋室 

玄関 

和室 リビング 
ダイニング 

キッチン 

洋室 

玄関 
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3-3 部分断熱・耐震改修を同時に行う場合の全体的なまとめと課題 

（1） 断熱と耐震の工事範囲の不一致について 

一室改修の場合、断熱改修でみれば床・壁・天井で断熱境界の六面体を作って断熱することが理想だ

が、耐震改修ではそのほとんどが壁の改修（耐力壁の追加）にとどまっている。このように、断熱改修と耐震

改修の工事範囲がうまく一致することは少ないが、施主の要望に応えるべく、改修工事内容や工事部位等

を検討し、実際の工事フェーズにて効果的・効率的に実施していくことが望まれる。 

（2） 居ながら改修について 

工事範囲を限定した部分改修であっても、施主にとって工事期間中の安全や荷物移動、生活上のストレ

ス、工事業者にとっての配慮事項（仮囲いなどの安全措置やソフト的な対応など）などの観点から「仮住ま

い改修」が望ましいともいえる。 

しかし、現実的には、予算や引越に係る手間等の関係（仮住まい家賃や荷物梱包などの手間）などもあ

り、「居ながら改修」を希望する施主が多いことがわかった。「居ながら改修」の場合、施工業者側は工事範

囲の安全性の確保、資材置き場の確保、家財等の移動支援、などに配慮することが重要なポイントとなる。 

（3） 改修の補助事業について 

地方公共団体による断熱工事と耐震工事による補助事業は、手厚い補助となっている場合が多いが、

ほとんどの場合、断熱の補助事業と耐震の補助事業で窓口が異なり、申請作業の重複や設計変更への対

応など、申請者への事務的負担が大きい。その結果、せっかくの補助事業であっても利用頻度がなかなか

伸びていない状況にある。申請者にとって活用しやすい補助事業制度の構築が望まれる。 

（4） 改修工事実施後の施主とのコミュニケーションについて 

部分的な断熱・耐震改修を同時に行う場合、改修工事の内容だけでなく、実際に住宅をどのように使用

するかといった「住まい方」も改善効果に大きく影響する。したがって、改修工事を終えた後も、施主とのコ

ミュニケーションを継続することが重要である。 

思ったような改善効果が得られていない場合でも、実際の住まい方をヒアリングした上で、改修計画の

際に想定していた住まい方をもとに「住まい方の提案」を行うことで改善効果を高めることが可能となる。 

また、特に断熱改修を行った範囲が狭い場合は、断熱改修によるメリットを体感（見学会・体験会の実

施）してもらった上で、継続的なコミュニケーションを行うことで、段階的な改修の提案が行いやすくなるこ

とも考えられる。 

（5） 最後に 

築年数の経過した木造住宅において、現実的かつ段階的な改修手法の選択肢のひとつとして「部分断

熱耐震改修」の有効性が伺えるが、「対処しえる部分改修」から目標性能の設定を含めた「計画的な部分

改修」へと展開していくためには、今後クリアしていくべき上述したような課題に対して、ハード的な課題対

応とともに、住まい方を含めたソフト的な支援を同時に展開していくことが必要である。 

具体的には、既存住宅の性能状況の見える化、目標設定に基づく計画・施工技術力の向上、改修コスト

を抑える工事手法などのハード的な展開とともに、施工者側への工事負担の軽減に向けたサポートや持続

的な施主とのコミュニケーションといった、居住者に寄り添うソフト的な対応を進めていくことで、施主が
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「建て替え」よりも「部分改修」をポジティブな視点のもとで選択できるようにしていく。これにより、計画的に

行う部分断熱耐震改修の実績は増加し、既存住宅ストックの有効活用が進み、脱炭素社会の実現に貢献

していくことが期待される。 


